
5  亀の甲事任神社（一之宮）の奉納額と鬼瓦（指定追加） 

                              

筆 者   武藤 正誠 

 令和３年２月１１日に「亀の甲事任神社（一之宮）」の祭礼があり参列させて頂きました。 

 祭礼が終了した後、「一之宮さま」社内に昔からか保存されている「奉納額」があります

ので、拝見させて頂き記述文面について考察してみました。 

 

              『 亀の甲事任神社（一之宮）の奉納額 』 

 

       ③ ② ① 

       奉 太 文 

       令 田 久 

       書 主 壬 

         殿 戌 

         源 夏 

         資 

         逄 

                                                                  

    

 

墨書き「己等乃麻知神社」    

  ①墨書き：「文久壬戌（みずのえいぬ）夏」         

②墨書き：「太田主殿源資逄」  

       名字 ・ 通称名 ・  氏   ・ 本 名         

   墨書き 太田 ・ 主 殿 ・  源   ・ 資 逢    

     「太田資逢の説明」 

   太田資逢（すけのぶ）は掛川城第３２代城主太田資美（すけよし）の家老である。  

   本名は資逢（すけのぶ）であるが、通称は主殿（とのも）と名乗っていた。 

 出自の氏（うじ）は清和源氏の出であります。 

  ③墨書き：「奉命書」 

※資逢は「竹城」と号して書家としても著名であり、掛川城二の丸御殿の床の間に掛けられ

ている「虎」の掛け軸を書いた人物であります。廃藩後も掛川に居住して、私塾を開いて書

を教授しており、門人は数百人に及びました。（明治三十五年 八十二歳没） 

 文久２年（１８６２）の五月頃に掛川城主の太田資美が資逢に命令して、亀の甲事任神社

（一之宮）は「己等乃麻知神社」であると書留させ奉納したものであります。 

 

以上の内容ではないかと読み説いてみました。 



文面解読が正しければ、明治維新は１８６８年でありますので、江戸時代末期までは亀 

 の甲村に「己等乃麻知比売命」は鎮座していた事になります。 

 

 「己等乃麻知比売命」が亀の甲村に鎮座していた時期を考察してみました。 

 各種文献における「己等乃麻知比売命」の鎮座場所について記述します。 

 

『掛川市史（上巻）』による解説 

 「任事神社」は亀の甲村又は結縁寺村に有ったとしています。 

 私考ではありますが、「己等乃麻知比売命」が亀の甲村に勧請された頃は、神仏習合の時

代で一豊公が亀の甲村に天満宮（菅原道真）と別当の満福寺（十一面観世音）を「本地垂迹

説」として鎮座させる以前には、一ノ沢村（現在の結縁寺）にあった結縁寺を別当としてい

たのではないかと考えました。よって「任事神社」があった場所を別当の結縁寺としたので

はないだろうか。 

 

『遠淡海（とおとうみ）地誌 天保４年（１８３３年）』による解説 

 「式内：己等乃麻知神社」は亀の甲村にあったされていたとし、井伊兵部少輔の知行であ 

った。と記載されていました。よって井伊家が掛川城主を務めていたのは第１８代の直好（１

６５９年）から、第２１代の直朝（１７０５年）迄ですので、１７００年頃迄は亀の甲村の

「事任神社」に鎮座して居た事になります。 

 なお、亀の甲任事神社を「一の宮さま」と呼んでいますが、参拝順位格の「一宮」で無く、

遠州森の一の宮村から勧請された事を表して呼んでおります。 

 

『特選神名帳（大正１４年）』による解説 

 「己等乃麻知神社」は１９２５年には鴨方村（現在の八坂）か、亀の甲村に有ったとし所

在を確定していない。 

 

 結 論 

 奉納額は文久２年（１８６２）に資逢（すけのぶ）が作成した物であれば、１６０年前の

江戸時代の物となります。 

 現在、亀の甲任事神社（一之宮）に「己等乃麻知比売命」の御神体が存在するかとの事で

すが、氏子責任総代や長老達にお聞きしたところ、社内には居らないのではないか、とのこ

とでありました。 

 ある、宮司にお聞きしたところ、武藤氏定（官主）が森の小國神社から勧請した時には何

らかの「形」として、移したのであろうが、神が移ると言う事は、ロウソクの火が移って行

く事と同じであり、物では無く精神的なものである。よって、棟札等の社に関わる神物に対

して祝詞をもってすれば、御座神されると言っておりました。 

 

 



     亀の甲任事神社（一之宮）の「神紋」が付いた一対の鬼瓦について 

 

 現在の亀の甲事任神社（一之宮）前に設置されている、鬼瓦（縦７０センチ×横１３０セ

ンチ）一対は、以前亀の甲村字宮谷にあった「一之宮さま」の社屋根に載せてあった物と思

われます。 

 鬼瓦の表側に有るのが「神紋」であります。廻りの枠模様は「亀甲（きっこう）」を表し

ていて、中の模様は「卜（占い）」を意味していると思います。昔、亀卜（きぼく）・石卜（せ

きぼく）といって、亀の甲羅や石を使用して占うことをしていました。 

 亀卜とは「卜象（うらかた）：縦横に現れた割れ目の形で占う」を行っていた事を示して

おります。亀の甲事任神社には右紋と左紋との二種類（卜象の向きが左右異なっている）の

紋がついた鬼瓦が存在しています。  

 この鬼瓦と同じ紋章瓦が八坂の事任八幡宮にも有ります。しかし手水舎の上部に小さな

「鬼瓦（左紋の片方）」が有るだけで、事任八幡宮の御社屋根には存在しておりません。 

 亀の甲の様な大きな二種類の鬼瓦（左右一対）は有りませんので、大変貴重な鬼瓦と思い

ます。 

 

 「卜象（うらかた）」について（事任八幡宮資料を参考） 

 なりたちとして「卜」を表しており、「象形」として亀の甲羅を灼（や）いてひびを入れ

る。その時の亀の甲羅を灼（や）く形に象（かたど）られる。亀の甲羅に現れたひび割れた

縦横線の象（かたど）りを占っています。 

 「卜（占い）」は熱を加えた亀の甲羅・獣骨・石等に入ったひび割れの状態から占う事を

いい、各種ある占いの一つとして「亀卜」が存在しています。 

 卜象の紋章は三種大祓いの一つ「吐普加身依身多女（とほかみえみため）」に拠っており、

「尊い神々様、神のご威力を益々ご発揮して、広大な神様の恩恵をお授け下さい」との意味

であります。占い方法は国土における「天・地・火・水・山・沢・風・雷」、方角における

「北・北東・西・北西・東・南東・南・南西」、数えにおける「一・二・三・四・五・六・

七・八・九・十（ひふうみいよういつむうななやこことう）」をひび割れ方向から占ってい

ると思われます。  

 

 

 

 

 

 

鬼 瓦（左紋）                   鬼 瓦（右紋） 

 

                    

 



 ※亀の甲事任神社には卜象の向きが、左右異なった紋の付いた大きな鬼瓦が一対存在して 

いるが、事任八幡宮には片方の紋（左紋）の小さな鬼瓦しか存在しません。 

 

 まとめ    

 任事神社に祀られています神様は「己等乃麻知比売命」と言われておりますが、戦国時代

に鴨方村（八坂の事任八幡宮）から森の小国神社に勧請され、天正３年（１５７３年）に小

國神社から亀の甲村に奉還され、４００年以上祀られている事になります。神紋の付いた鬼

瓦の製造年は不明でありますが、昭和時代から平成５年（１９９３）の区画整理されるまで、

旧社の屋根に載っていたものです。瓦自体より「神紋」が重要ではないでしょうか。 

 「己等乃麻知比売命」が「亀の甲事任神社（一之宮）」に鎮座していた時期は、元禄１３

年（１７００年）頃の掛川城主・井伊直朝と文久２年（１８６２年）掛川城主・太田資美（す

けよし）時代には、亀の甲村に「己等乃麻知神社」が有ったとしておりますので、江戸時代

末期まで２８９年間は亀の甲村に鎮座していた事は確かだと思います。 

 亀の甲区の「亀の甲事任神社（一之宮）」は「己等乃麻知神社」として、社が存在してい

ます。現在も「己等乃麻知比売命」は亀の甲事任神社（一之宮）に、鎮座して居ると考えて

おります。 

 以上、亀の甲事任神社（一之宮）の「奉納額」と「鬼瓦」について記述いたしました。 

 八坂の「事任八幡宮」と比較しても、勝とも劣らない「奉納額」と「鬼瓦」でありますの

で、掛川市の文化財に追加指定して頂ければと思います。宜しくお願いします。 

 

＜調査に使用した文献＞ 

遠淡海（とおとうみ）地誌（掛川市中央図書館保管 貸出禁止） 

掛川市の神社・寺院めぐり  著者 関 七郎 

掛川市史（上巻）  第２節 律令制下の社会と文化  著者 松本 稔章 

竹の丸塾 掛川藩最後の家老 太田竹城（ちくじょう）とその書 

                      浅井 保秀（平成２３年５月２８日） 

三百藩家臣人名事典（４）  編集 新人物往来社 

令和４年１０月２５日 
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